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1.  平成24年9月期第1四半期の業績（平成23年10月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年9月期第1四半期 1,301 2.7 53 ― 53 ― 43 ―

23年9月期第1四半期 1,267 △8.6 △15 ― △15 ― △22 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年9月期第1四半期 303.15 ―

23年9月期第1四半期 △157.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年9月期第1四半期 2,324 1,390 59.8
23年9月期 2,183 1,346 61.7

（参考） 自己資本   24年9月期第1四半期  1,390百万円 23年9月期  1,346百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

24年9月期 ―

24年9月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成24年9月期の業績予想（平成23年10月1日～平成24年9月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,580 △1.0 140 ― 141 ― 129 ― 894.93
通期 5,014 △4.6 213 ― 215 ― 191 ― 1,327.74



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年9月期1Q 144,366 株 23年9月期 144,366 株

② 期末自己株式数 24年9月期1Q ― 株 23年9月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年9月期1Q 144,366 株 23年9月期1Q 143,844 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提とし
ています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期累計期間の売上高は 千円（前年同四半期比 %増）、営業利益は 千円（前年同四

半期は営業損失 千円）、経常利益は 千円（前年同四半期は経常損失 千円）、四半期純利益は

千円（前年同四半期は四半期純損失 千円）となりました。 

  

 セグメント別の業績は次のとおりであります。  

（小売事業） 

当社は、前期より全ての経営資源を小売事業に集中し、当該事業の基盤確立に向けて取り組んでおります。今

年度は「現場力」を経営方針に、現場における様々な問題及びその解決策に現場で取り組むことにより、将来の成

長があると考え事業を推し進めてまいります。 

まずは、店舗において目標とすべき利益を確保するために値引き及び廃棄ロスを出さず、適正在庫の範囲内で

売上を確保することを目的に発注精度の向上に努めました。また、販売力を強化するために本部マネージャーが担

当店舗において商品の品出し、フェイスチェンジ等の販売手法を直接指導し利益確保に努めました。結果、売上総

利益率は前年同四半期比 ポイント改善いたしました。 

一方で、１店舗当たりの売上高に関しては、特売等のイベント販売を中止したことに加えて、適正在庫の範囲

内で販売したことが要因となり前年同四半期比 ％となりました。 

また、出店につきましては今年度はスクラップアンドビルドを前提として、退店店舗数と同程度の出店を計画

しております。当第１四半期累計期間については集客力の見込みが薄く利益率の低い６店舗を退店いたしました。

なお、当社は、従来、水海道工場及び小山工場の２工場において豆腐類・揚げ物類を製造しておりましたが、

平成23年10月１日に、２工場における生産を全て外部の新設協力会社に移管・委託し、豆腐類・揚げ物類を含めた

全ての商品を当社が企画・開発し協力工場に製造を委託する豆腐版ＳＰＡを開始しました。  

 以上の結果、小売事業の売上高は 千円、セグメント利益（営業利益）は 千円となりました。 

  

（その他事業） 

 その他事業は、小売加盟店及び業務用得意先への卸売事業であります。 

 その他事業の売上高は 千円、セグメント利益（営業利益）は 千円となりました。 

  

 なお、当第１四半期累計期間の出店状況は、次のとおりであります。 

（単位：店）

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産）  

 当第１四半期会計期間末における資産の残高は、前事業年度末と比較して 千円増加し 千円とな

りました。主な要因は、有形固定資産が 千円減少した一方、現金及び預金が 千円増加したこと等に

よるものであります。 

（負債）  

 当第１四半期会計期間末における負債の残高は、前事業年度末と比較して 千円増加し 千円となり

ました。主な内容は、買掛金が 千円増加したこと等によるものであります。 

（純資産）  

 当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、前事業年度末と比較して 千円増加し 千円と

なりました。これは利益剰余金の増加 千円によるものであります。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成24年９月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、現時点では、平成23年11月10日公表の

業績予想に変更はございません。  

１．当四半期決算に関する定性的情報

1,301,770 2.7 53,464

15,090 53,744 15,132

43,764 22,597

3.3

97.3

1,119,130 86,522

182,639 27,063

  
前事業年度末 

店舗数 
増加 減少 

当第１四半期末

店舗数 

小売事業  工場直売所（直営店）  73 - 6 67 

その他事業  工場直売所（加盟店）  97 4 3 98 

合計 170 4 9 165 

140,750 2,324,370

278,984 240,282

96,986 934,257

127,300

43,764 1,390,113

43,764
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（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

  当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。 

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年９月30日) 

当第１四半期会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 114,594 354,877

売掛金 117,989 135,531

商品及び製品 68,018 152,523

原材料及び貯蔵品 117,460 2,071

繰延税金資産 87,196 87,196

その他 55,729 89,601

貸倒引当金 △1,070 △1,580

流動資産合計 559,918 820,221

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 218,859 209,329

構築物（純額） 21,045 20,286

機械及び装置（純額） 262,214 420

工具、器具及び備品（純額） 73,023 64,109

土地 675,286 675,286

その他（純額） 599 2,610

有形固定資産合計 1,251,028 972,043

無形固定資産 4,777 4,463

投資その他の資産   

投資有価証券 120,205 120,205

敷金及び保証金 217,760 215,114

その他 41,370 205,131

貸倒引当金 △11,440 △12,809

投資その他の資産合計 367,895 527,641

固定資産合計 1,623,701 1,504,148

資産合計 2,183,619 2,324,370
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年９月30日) 

当第１四半期会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 497,227 624,527

リース債務 63,290 62,908

未払金 81,157 119,083

未払費用 72,980 50,639

未払法人税等 34,434 9,788

株主優待引当金 8,600 1,513

その他 5,265 7,080

流動負債合計 762,954 875,540

固定負債   

リース債務 67,351 51,751

その他 6,965 6,965

固定負債合計 74,316 58,716

負債合計 837,271 934,257

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,715,805 2,715,805

資本剰余金 2,616,490 2,616,490

利益剰余金 △3,985,947 △3,942,182

株主資本合計 1,346,348 1,390,113

純資産合計 1,346,348 1,390,113

負債純資産合計 2,183,619 2,324,370
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成23年10月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 1,267,004 1,301,770

売上原価 831,250 811,152

売上総利益 435,753 490,618

販売費及び一般管理費 450,843 437,153

営業利益又は営業損失（△） △15,090 53,464

営業外収益   

受取利息 658 1,225

為替差益 － 111

受取保証料 1,500 －

その他 927 896

営業外収益合計 3,086 2,232

営業外費用   

為替差損 84 －

租税公課 1,902 1,381

その他 1,142 571

営業外費用合計 3,129 1,953

経常利益又は経常損失（△） △15,132 53,744

特別利益   

固定資産売却益 136 －

その他 20 －

特別利益合計 156 －

特別損失   

固定資産除却損 － 15

店舗閉鎖損失 － 4,209

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 810 －

その他 228 －

特別損失合計 1,038 4,225

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △16,014 49,518

法人税、住民税及び事業税 6,582 5,754

法人税等合計 6,582 5,754

四半期純利益又は四半期純損失（△） △22,597 43,764
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該当事項はありません。  

  

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

                                    （単位：千円）

（注）１. セグメント損益の調整額△76,917千円は各報告セグメントには配賦していない全社費用76,917千

円であります。全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント損益は四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 平成23年10月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：千円）

（注）１．セグメント損益の調整額 千円は各報告セグメントには配賦していない全社費用 千

円であります。全社費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント損益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  

報告セグメント
調整額 
（注１） 

四半期
損益計算書 
計上額 
（注２） 

小売事業 その他事業 計

売上高           

外部顧客への売上高  1,078,440  188,564  1,267,004  -  1,267,004

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 -  -  -  -  -

計  1,078,440  188,564  1,267,004  -  1,267,004

セグメント利益又は損失（△）  39,877  21,950  61,827  △76,917  △15,090

  

報告セグメント
調整額 
（注１） 

四半期
損益計算書 
計上額 
（注２） 

小売事業 その他事業 計

売上高           

外部顧客への売上高  1,119,130  182,639  1,301,770  -  1,301,770

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 -  -  -  -  -

計  1,119,130  182,639  1,301,770  -  1,301,770

セグメント利益  86,522  27,063  113,585  △60,121  53,464

△60,121 60,121

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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